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nevastbodyofdassicalJavaneseliteraturethatdirecdyorindirectlydealswithwhttheJavanese

perceivedtobetheirpastmaybemorecoherentlyamlyzedbydeAning"history"asthe"worldwith

itsown timeandspacecompriSingthenarratedstoriesoEthepast,theworldthatwasimaginedand

sharedbythereader." Theaimof血spaperistoexplicatefromthenarratologicalpointofviewhow

the"history"wasstructtqedandnarrated,andtotraceitsdevelopmentthrough severalstagesinpre-

modemJavanesehteratLqe.

'nleかstandmosthmdamentalofallstagesisthatofOldJavaneseliterature,wheretheIndian

theoryoffouryAgaWasadoptedastheframeworkof"history"consistingofdifferentages,intowhich

episodesofbothhdianandJavaneseoriginwereinsertedas"modules." Itisonthis̀廿ameworkand

module"prindplethatlaterJavanese止terature,suchaschromiclesandpropheticliterature,wasableto

expandthe"history"ofJavaintoanarrativerangingfromAdam 血rough theP軸dawatoKingJayabaya
andMushlMataram. Ontheotherhand,themainnarmdvedeviceofcorLneCtingthetimeofa

narratedstoryandthtofthereaderchangedfrom incamationintheearherstagetogenealogyand

prophecy,bothofwhichhadtheirprecursorsinOldJavaneseliteratLqe,inthehterstage.

Ⅰ は じ め に

本稿で取り上げる古典ジャワ文学とは,主として宮廷社会において19世紀中頃まで書き続け

られてきたジャワ文学の総体である｡ 言いかえれば,西欧から近代小説の概念が導入され,実

践され始められる以前のジャワ語の文学をさす｡その創作活動は,現存する作品だけをみても

すでに9世紀中頃には始まっていたことが確認され,その内容や形式のみならず,使用言語も

また初期の古ジャワ語や中期ジャワ語から後期の現代ジャワ語へというふうに,幾多の変遷を

*本稿は,筆者が1991年から1992年まで文部省アジア諸国等派遣留学生としてジョグジャカルタのガ
ジャマグ大学に留学中にその構想を立てたものである｡本稿の一部は,東南アジア史学会第48回研究
大会 (1992年12月 5日),東南アジア史学会関西例会 (1993年3月27日),第11回東南アジア学フォー

ラム (1994年2月19日)で発表され,その際に貴重なコメントをいただいた｡さらに,初稿に対して

はレフェリーならびに深見純生氏からていねいなコメントをいただいた｡ここにあわせて,本稿の成
立に協力していただいた方々に感謝の意をあらわしたい｡
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へている｡l) しかし,その間を通じて一貫してみられる主題的関心の一つは,ジャワ人が彼ら

自身の過去に起こったできごととみなす様々な事象である｡ この意味で,古典ジャワ文学作品

の多くが,なんらかの形で,ジャワ人にとってのジャワの歴史を扱っていると考えることがで

きる｡

しかし,古典ジャワ文学作品にみられるこのような歴史叙述は,これまで,インドネシア史

研究者たちによって,もっぱら歴史研究のための史料としての信想性という観点から判断さ

れ,その結果,しばしば,空想的で信潰性に乏しいという否定的な評価が与えられる傾向があ

った｡たとえば,オランダ植民地時代の古代ジャワ史研究を代表するクロムによれば,ジャワ

史研究のための史料は,大別して,基本的に信頼に値するものとそうでないものの二極に分化

しているという｡ 前者に該当する史料とは主として碑文や漢文史料であり,古典ジャワ文学か

らは古ジャワ語の N豆garakrtagam aなどの少数の作品があげられているだけである [Krom

1931]｡

史料としての信悪性という点で古典ジャワ文学作品に対してクロム以上に厳 しい評価をくだ

したのは,文化論の立場に立ったベルフであろう 【Berg 1938a]｡彼によれば,古代から近世

に至るまで,ジャワ人によるすべての歴史叙述は西欧のそれとは性格をまったく異にしてお

り,そこに記述された過去の意味を理解するためには,ジャワ社会の文化の特性,すなわちジ

ャワ社会において歴史を叙述することがどういう機能を持っていたのかを理解 しなければなら

ないという｡ジャワ社会の伝統的な歴史叙述についてベルフが提示した論考は多岐にわたり,

しかも彼自身が何度も考えを変えているが,その基礎となるのは次の点にまとめられよう｡ す

なわち,文学作品の棟能は,作品にこめられた ｢文学的魔術｣ (literarymagiC)の力によって

権力者にとって望ましい状態を現実化することにあり,作品を生み出す詩人は権力者に仕えて

言葉を操る魔術師である｡歴史叙述もこの例外ではありえず,その本質的機能は,現実に起こ

ったことをただありのままに記録することではなく,起こることが望まれる理想的な ｢歴史｣

を記述することである｡ したがって,たとえば年代について言えば,ジャワの伝統的な年号表

示法であるスンコロ (se-ngkala)は事件の実際の年代を記録する手段ではなく,過去を操作 し

1)ジャワ語の歴史的な段階としては,一般に古ジャワ語 (OIdJavanese),中期ジャワ語 (Middle
Javanese),現代ジャワ語 (ModemJavanese)の3段階が認められている [Zoetmulder 1974:24-
36]｡しかしながら,中期ジャワ語は,古ジャワ語から現代ジャワ語への過渡段階というよりは,ヒ
ンドゥー･ジャワ化したバリの宮廷でも用いられた,古ジャワ語に由来する文章語であり,ジャワ
文学に焦点をおいた本稿では取り扱わない｡中期ジャワ語で書かれたテクストの中には年代記Para-
ratonのような重要なテクストが含まれるが,それらについては別の機会に論じたい｡
なお,本稿におけるジャワ語の表記法は原則として古ジャワ語についてはZoetmulder[1982]
に,それ以外についてはPigeaud[1967-70]に従った｡ただし,gは常にngとし,eはeのままと
するが,6とeは区別しないでeとする｡
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理想的な ｢歴史｣を構築する手段である｡2)

このように,結論的には,ベルフもクロムと同じくジャワの伝統的歴史叙述の歴史的信想性

を否定するのだが,ベルフの主張の重要かつ独自な貢献は,歴史叙述を歴史学的歴史からいっ

たん切 り放し,ジャワ固有の文化の特性という視点から見る必要を訴えたことにある｡ だが,

ベルフの提案 したジャワ史の解釈や個々の文献の読みに対 して,他のインドネシア研究者から

痛烈かつしばしば説得的な反論が加えられたため,3)彼のすぐれた問題提起にかかわらず,ベ

ルフの主張をめぐる議論は,古典ジャワ文学作品の史料としての有用性の有無や,その歴史的

客観性の有無をめぐってもっぱら推移してきた観がある｡しかし,たとえベルフの個々の論点

に誤 りがあったとしても,ジャワ文化そのものを理解するという立場に立つならば,ジャワ人

自身の伝統的な歴史観を問題とした彼の主張の安当性は今も損なわれていないはずである｡事

実,このような伝統的 ｢歴史｣が現在でもジャワ人にとっては歴史学的歴史と同等な意味を持

ちうることは,たとえば,近年に発行されたワヤン解説書がワヤン演劇の発達史を語る際に

｢パジャジャラン国のプラブ ･マエソ ･タンドルマン (ジャワ暦1166年)｣という架空の王名

を,ほかの実在の王名と並べてあげていることからも明らかである｡4)

さて,ジャワ人が伝統的に歴史をどのように見ていたかについては,これまでにも若干の見

解が示されている｡なかでも,サル トノ ･カルトディルジョの見解は,ジャワの伝統的歴史観

に対 して我々が通念的に抱いてきた印象を簡潔に総括しているという点で代表的と言ってもよ

いであろう｡彼によれば,近代西欧的な歴史観と伝統的ジャワの歴史観との根本的な違いは,

近代的歴史観においては歴史は時間に沿った直線的な動きであるのに対 し,ジャワ人は伝統的

に自らの歴史を一連の循環的な周期と見る傾向があった｡これは,少なくとも部分的に,ヒン

ドゥー的歴史観の影響である｡しかし,18-19世紀に出現する ｢ジョヨボヨ Oayabaya)王の予

言書｣においては,イスラム的終末論の影響を受けて,周期的な歴史観から直線的な歴史観へ

2)スンコロは,数値を代表するいくつかの単語を組み合わせることによって年号を表わす方法であ
る｡数値は-の位からより高い位の順に表記される｡また,組み合わされた単語はしばしば (しか
し常にではない)意味のある文を構成する.有名な例あげると,12世紀中頃の古ジャワ語作品Bhir-
atayuddha(1.6)は,その作品が制作された年を"Sanga(-9)kuda(-7)如ddha(-0)Candram豆(-
1)"(馬に引かれるもの [-太陽]と月),すなわちサカ暦の1079年と記している [Z∝tmulder
1974:269]｡また,近世ジャワ文学作品であるSeratKapda血gRhggitPurwa(416.14)には,マジ
ャバヒト王国の終葛が"sima(-0)血Ig(-0)kertaning(-4)bumi (-1)"(地上から安寧が消滅し
た),すなわちサカ暦1400年と記されている[SubaJidinataetal.1985-88:Vol.9,151].
なお,スンコロ (S勿紳ah7)はkala(時間)に敬称saqgがついた形saqgkaLaに由来すると分析で
きるが,sakakahz(サカ暦の時間)が変化した可能性もある.サカ暦は西暦78年を紀元1年とするイ
ンド起源のシャカ暦のことであるが,ジャワ独自の伝承によれば,ジャワ文字の使用などの文明開

化をジャワにもたらした文化英雄AjiSaka(本稿第4節と第5節に後出)がインドから到来した年を
紀元1年とする【Bratakesawa1980:21-27].
3)ベルフに対する代表的な批判としてはBoschl1956],Casparisl1961],Zoetmulder【1965]があ
る｡
4)サストロアミジョヨ [1982:26]｡インドネシア語の原書は1964年に出版｡この架空の王の出典につ
いては本稿第5節の予言テクストに関する項を参照｡
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の決定的な変化がみられる,という｡5)

これに対 して,アンダーソン [Anderson 1972:201は ｢振幅的歴史観｣とでも呼ぶべき別

の見解を提示した｡それによると,サルトノの主張にもかかわらず実際には :

現代の民衆レベルでのジャワ的思考においても,過去の膨大な終末論的文献においても,

周期とか規則的な衰退と再生という考えはほとんど見られない｡むしろ,jamanmas(黄

金の時代)とjamanedan(狂気の時代)との間のきわだった対照の方が顕著である｡歴史

におけるこの二種類の時代は,一般に,それぞれ,秩序のある時代と秩序のない時代とみ

なされてきた｡わたしの見るところ,ここでとくに注目すべきことは,ジャワ人にとって

の歴史とは,｢力｣(power)が-カ所に集中した時代と ｢力｣が拡散した時代との間の宇

宙的規模での絶え間ない振幅 (cosmologiCaloscination)の歴史であったということであ

る｡6)

サルトノの見解は,周期的歴史観から直線的歴史観-の変化,そして,その原因 (の少なく

とも一部)としての外来宗教の影響,という歴史的動態を視野の中にいれている点で重要であ

る｡しかし,この影響と変化という歴史的動態がはたしてこれほど図式的なものなのか,実際

にテクストにあたって検証する必要性がまだある｡一方,アンダーソンの見解は大変に示唆的

ではあるが,その振幅的歴史観が示していることは,ある時代のジャワ人が自らの過去をどう

構造化していたかというよりは,それぞれの時代のジャワ人が彼ら自身の時代と (それと対比

されるべきものとしての)その直前の時代の性格をどう評価していたかであって,我々の間に

対する本質的な解答にはなっていない｡さらに,振幅的歴史観自体も,ヒンドゥー ･ジャワ時

代における歴史観を検討する際には,あらためて吟味される必要があるように思われる｡なぜ

なら,アンダーソンの議論はもっぱらサルトノのイスラム ･マタラム王権論に依拠しており,

ヒンドゥー ･ジャワ時代を視野に入れていない からである｡ ことばを変えて言えば,我々が問

いかけるべきことは,ジャワ人にとって過去はどのようにいくつもの時代に分節されていたの

か,そして,過去は現在とどのように結び付けられていたのか,ということである｡

本稿では,伝統的歴史観の考察を試みるにあたって,何よりも初めにテクストに記述された

｢歴史｣そのもののあり方を探る必要性があるという立場をとる｡ ｢歴史｣の構造と特性を解明

5)Andersonl1972:20,n.42]によって要約されたSartonoKartodirdjol1959]に基づく.なお,Ander-
sonが指摘しているように [1972:21,m.44],日常生活に密着し,かつ,暦に基づいて細かく分節化
した複合周期的な ｢時間｣の観念と,王朝や系譜と密接に関係した政治的な ｢歴史｣の観念とを区
別することが必要である｡前者は当然のことながら周期的な性質を常に帯びているが,本稿が対象
とするのは後者の方である｡

6)ここでアンダーソンのいう ｢力｣(Power)とは,西洋的な権力観念に対置されるジャワ的な ｢権
力｣観念のことである｡
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してはじめて,テクストとテクストが成立した歴史的 ･社会的環境との関係を考察していくこ

とができると考えるからである｡具体的には,まず,古典ジャワ文学においてどのようなテク

ス トが ｢歴史｣を叙述するテクストのグループを形成すると考えることができるのか,また,

そのようなテクス トがどのような性格をもっているのかという,伝統的歴史叙述をめぐるいく

つかの問題点を検討する｡ その後,テクストに即 しつつ,テクストまたはひとまとまりのテク

スト群に記述された ｢歴史｣ の構造を分析し,さらに,その構造が時代の変遷に伴ってどのよ

うに変化していくかをみていくことにする｡

ⅠⅠ 伝統的歴史叙述 をめ ぐるい くつかの問題点

古典ジャワ文学のテクストそのものに立ち戻ってそこに見られる歴史観を検証しようとする

とき,一体どのテクストを ｢歴史｣を叙述するテクストとして認めたらよいのだろうか｡これ

がけっして自明の作業ではないことは,たとえば,古典ジャワ語文献の標準的な目録であるピ

ジョーの目録において ｢歴史｣テクストがどう分類されているかを見れば明らかである｡表 1

に,｢歴史と神話｣と遺された第2部と,｢英文学｣と遷された第3部のうちの関連する部分を

示した [pigeaud 1967-70:γol.1,114-234]｡これからただちに見て取れることは,分類にあ

たって異質な複数の基準が働いていることである｡ たとえば,古ジャワ語碑文が第2部に属し

ているのは,その内容がジャワの歴史を叙述しているという以上に,近代歴史学にとっての史

料としての有用性によるであろう｡それに対 して,インド叙事詩の ｢マハーバーラタ｣に基づ

くパルワ作品とイスラム ･マタラム王朝の起源を物語るBabadTanahJawiが共に第2部に属

しているのは,後述するように,両者の内容がいずれもジャワの伝統的歴史観と深く関連して

いるからである｡その一方で,｢マハーバーラタ｣のパルワ作品が第2部に属するにもかかわ

らず,同じく ｢マハーバーラタ｣に取材する ｢バラタ･ユダ｣が第3部という異なったジャン

ルに分けられているのは,前者が散文で,後者が韻文で書かれているという形式の相違によ

る｡7) もう一つのインド叙事詩である ｢ラーマーヤナ｣の最終巻が第2部に属するのに,

R豆m豆yapaKakawinが第3部に属しているのも同様の理由である｡

そこで,本稿では,一つの包括的なジャンルとしての ｢歴史｣テクスト群を想定するため

に,作業仮説として,｢ジャワ人の読み手または聞き手によって想像され共有された過去世罪

を物語る｣テクス ト群の総体,という定義を捷案したい｡8)これによれば,たとえ近代歴史学

7)インドの叙事詩に取材した古ジャワ語文学作品のなかで,散文で書かれた作品を一般にパルワと呼
び,それに対して,インド系の韻律で書かれた作品をカカウインと呼ぶ (rインドネシアの事典J
｢カカウイン｣の項)0
8)｢読み手または聞き手によって想像され,共有された｣という規定は,ヤウスの ｢期待の地平｣
(horizonofexrNtCtation)論に負うところが多い Dauss l982】｡これは,作者自身やテクスト自体が
テクストの意味を作り出すのではなく,テクストを享受する読者が意味を作り出していくという,
受容理論の立場にたつ｡と同時に,時代により,読者の集団がテクストに付与する意味も変化して′
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表l ピジョー目録における古典ジャワ文学テクストの分類 (第2部および第3部の一部)

第2部 :歴史と神話

1. 古ジャワ語碑文

2.古ジャワ語散文で書かれたインド叙事詩とプラ-ナ文学
｢マハーバーラタ｣のパルワ諸作品と ｢ラーマーヤナ｣の最終巻を含む｡

3. 古ジャワ語散文で書かれた歴史的文献
PararatonとTantuPangg卓laran｡

4. ジャワーバリ期の歴史的テクスト
バリおよびジャワの神話と古代史,マジャバヒト朝時代の歴史,バリの有力家系の系
譜など｡

5. ジャワ語で書かれた初期のイスラム史

6. 東部ジャワ北海岸,マドゥラ,ロンポックの歴史的テクスト

7. 中部ジャワ北海岸地方の歴史的テクスト
SeratKapdaに代表される全世界史｡

8. 西部ジャワおよびジャワ島外地域の歴史的文献

9. イスラム教聖人並びに刀鍛冶の伝説と系譜

10. ジャワ内陸部の地方史

ll. ジャワの稲神話

12. 予言書と救世主信仰
rJayabaya王の予言｣に代表される予言書｡

13. 年号表示銘 (スンコロ)

14. 中部ジャワ内陸部の諸王朝の歴史文献
BabadTanahJawi や PustakaRajaに代表される歴史書を含む｡

第3部 美文学

1. インド文学に取材した古ジャワ語叙事詩文学
R豆m豆y叩aとBharatayuddha｡

2. 主要な古ジャワ語カカウイン
ArjunawiW豆血 など｡

(中略)

8. 伝説的歴史もしくは疑似的歴史に基づくロマンス物語
パンジ物語などを含む｡

(後略)

の視点から史料 として有用であっても,それ自体が ｢ジャワ人の読み手または聞き手｣にとっ

ての ｢過去｣ を語 らない大部分の碑文テクス トはこのジャンルに含 まれない｡ 反対 に,散文 ･

韻文の形式の区別を問わず,｢マハーバーラタ｣ または ｢ラーマーヤナ｣に基づ くすべてのテ

クス ト,そ してジャワ独 自の過去 を物語る BabadTanahJawiなどのテクス トがこのジャンル

に含まれるO ｢歴史｣テクス トの定義に関して もうーっ注意を喚起 しておきたい点は,｢歴史｣

＼行くことを合意している｡また,｢想像された過去世界｣は,アンダーソンの ｢想像された共同体｣
(血a如edcomm unity)に示唆を受けている [Anderson 1991]｡それによれば,共同体というもの
は,現実になんらかの形で存在するものを構成要素としているにもかかわらず,想像され共有され
るプロセスを通じてはじめて共同体として具現化し機能するという｡むろん,アンダーソンは近代

的国民国家の形成を論じており,その中でも,とくに,ブルジョアジーの勃興において活字出版に

よる情報の共有が重要であったことに注目している｡本稿の趣旨はけっしてアンダーソンと対立す

るものではなく,むしろ彼自身も認めているように,前近代社会においても書暴または口泉による

テクストの流通によって,過去世界の共有があった可能性を示唆するものである｡これらの点につ

いては本稿の終りでもう一度ふれるであろう｡
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テクストが ｢過去世界を物語る (narrate)｣ テクス ト,すなわち語り (narrative)だということ

である｡この事実は,テクストの中で過去がどのように構造化されるかという問題と密接に関

係しており,次節以降におけるテクストの分析でも言及することになるので,ここでその意味

するところを簡単に説明しておきたい｡

物語るテクス トには語 り特有の構造がある｡その語 りの構造を考えるにあたっては,一般

に,物語 (story),テクスト(text),ナレーション (naqation)の三つのレベルを区別するのが

便利であろう [chatman1978;mm on-Kenan 1983].9)物語は,テクス トの中で語られる

様々なできごとを,できごとが発生 した順番に再構成 したものである｡10) これは,いつ (時

間),どこで (空間),だれが (登場人物),何をしたか (行為としてのできごと),または,何

に巻き込まれたか (事件としてのできごと)という要素から成 り立っている｡ たとえば,古代

のインドで勇敢高潔なラーマ王子が悪鬼ラーワァナと戦ってシーター姫を救出するという,

｢ラーマーヤナ｣を ｢ラーマーヤナ｣として成立させている粗筋が読み手/聞き手の脳裏に想

起されているとき,この粗筋を ｢ラーマーヤナ｣の物語と呼ぶことができる｡ 前述の定義にお

ける ｢過去世界｣はまさに語りにおける物語のレベルを指している｡

他方,テクストは,物語を語るために,語り手によってしゃべられたり,書き手によって書

かれた言葉の連なりである｡ 言いかえれば,写本という形で読まれたり,朗唱という形で開か

れたりするもの,作品,がテクス トと言ってよい｡古典ジャワ文学における歴史観を理解する

ためには,物語とテクストの区別とその相互関係の理解が重要である｡物語としての ｢過去世

界｣ は,具体的なテクストに書き留められ,しゃべられることによって,無数のヴァリエーシ

ョンとして読み手/聞き手によって ｢共有される｣｡11) 逆に,新しく作成されたテクス トは,

しばしば,すでに存在 している ｢過去世界｣を直接的または間接的に指 し示 し,新たなエピ

ソードや視点を持ち込むことによって,この ｢過去世界｣複合をより豊かなものにしてきた｡

最後に,このような,テクス トを語 り手がしゃべったり,書き手が幸いたりする過程をナ

9)本稿では,やや紛らわしいが,"narrative,'=̀story,''…narration"の訳語としてそれぞれ ｢語り｣,｢物
語｣,｢ナレーション｣,また"nazTation"の動詞形"namte"の訳語として ｢物語る｣,｢語る｣を使用
する｡当然のことながら,｢語る｣行為は口頭でしゃべることだけではなく,文字で書き記すことも
含む｡したがって,本箱における ｢語り手｣と ｢書き手｣,｢聞き手｣と｢読み手｣は,原則として
それぞれ交換可能である｡しかし,ナレーションの実際が口希書泉のいずれであるにせよ,その基
本的性格が口承的であったことについては本稿第6節を参照のこと｡

10)ここで再構成という言い方をするのは,語られた順番が必ずしもできごとの順番と一致するとは限
らないからである｡たとえば,｢マハーバーラタ｣の冒頭では,ArjtJrLaの曾孫が蛇犠牲祭を開き,そ

の席上でATjunaらパーンダワ兄弟の活躍を語る物語が朗唱される｡できごとの発生順序から言え
ば,むろん,パーンダワ兄弟の活躍があった後に蛇犠牲祭が行われたのである｡
ll)現在の我々に残されている古典ジャワ語テクストは写本として書かれたテクストだけであり,その
ようなテクストが時代を越えて読み継がれたことは疑いえない｡しかし,前近代社会ではテクスト
は多くの場合むしろ口頭で語られるのを開くものであった｡ワヤンのような演劇もまた開かれるテ
クストと言ってよいであろう｡ここでは,聞き手に力点をおきつつ ｢読み手または聞き手｣,｢読み
手/聞き手｣という表現をしておく｡
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レーションと呼ぶ｡詩人が自分の作品を朗唱し,月葉に書き留めることもナレーションであ

る｡ しかし,我々にとってより興味深いのは,物語の中で登場人物が別の物語を語るという入

れ子式構造である｡ たとえば,古ジャワ語カカウインNえgarakrtagamaにおいては,中心とな

る物語の時間は,語り手である詩人や読み手/聞き手と同時代に設定されている (枠物語のナ

レーション)｡その物語の中で,登場人物の一人となった詩人自身がある老僧に出会い,彼の

口から語られた古の王朝の事績 (物語中の第二のナレーション)を書き留める｡この出合いは

むろん現実に起こったことかもしれないが,語りという観点から見るなら,これは,同時代の

語り手にとって窺いしれないはずの過去を信潰性のある形で語る最善の趣向である｡このよう

に,ナレーションの分析は,テクス トにおける読み手/聞き手のいる ｢現在｣と物語の ｢過

去｣という二つの時間の関係を理解するにあたって十分に考慮される必要がある｡12)

次節からは,上述の ｢語 りのテクス ト｣(narrativetext)の特徴を念頭におきつつ,具体的

に ｢歴史｣テクス トをいくつかのグループに分けて分析していきたい｡最初に取 り上げるのは

古ジャワ語文学作品である｡

ⅠⅠⅠ 古ジャワ語文学作品に描かれている ｢想像 された過去世界｣

古ジャワ語文学作品を一つのグループとしてまとめることができるのは,これらのテクスト

が古ジャワ語という共通の言語で書かれているという事実に加えて,テクストの中で語られて

いる物語が他のジャワ語文学とは異なる独自の過去世界を共有しているからである｡古ジャワ

語による文学活動は遅 くとも9世紀に始まりジャワにおいては15世紀頃に至るまで続けられ

た｡その期間は,ジャワがインド伝来のヒンドゥー教や仏教の影響を強 く受けた ｢ヒンド

ゥー ･ジャワ｣時代とほほ重なる｡この6世紀をこえる期間に,現存するものだけでも相当数

のテクストが制作されている. そこで,代表的な研究書であるZoetmulder[1974]が挙げてい

るパルワ作品とカカウイン作品を検討してみると,第一に,そのほとんどが ｢歴史｣を語るテ

クストであること,第二に,それらの ｢歴史｣ テクストが,原則として,インドの二大叙事詩

｢ラーマーヤナ｣または ｢マハーバ ーラタ｣のいずれかの物語時代に物語の時代を設定 した

り,あるいは,関係付けていることがわかる｡

ところで,従来の古ジャワ語文学研究では,先述の Zoetmdder[1974]や,Pigeaud[1967-

70],PoerbatjarakaandTardjanHadidjaya[1952]らの通史的概説書に見られるように,まずテ

クストの成立した年代の推定がおこなわれた上で,こうして推定された成立年代の順序にした

がってテクストが配列され,全体の歴史的な傾向などが分析されるのが普通であった｡これ

は,言いかえれば,物語の最初のナレーションがおこなわれた時間の順序にテクストを配列す

12)本稿では個々の作品におけるナレーションのあり方を論じる余地はないが,一般的なあり方のいく
つかの例は次節以下で述べる｡
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る作業である｡ しかし,読み手/聞き手によって ｢想像され共有された過去世界｣を明かにす

るという立場にたつならば,テクストの成立年代をいったん無視して,物語の舞台が設定され

ている時代の順序にテクストを配列し,物語を通じてのテクス ト相互の関係を検討する方がも

っと有意義であろう｡13)この際,どの時点の読み手/聞き手を対象として選ぶかは,長期間に

わたって創作活動が続いた古ジャワ語文学の場合とくに問題となるが,ここではヒンドゥー ･

ジャワ時代の最後を飾るマジャバヒト王国の最盛期である14世紀後半の読み手/聞き手を取り

上げて,古ジャワ語文学を享受した読み手/聞き手の代表としたい｡このような趣旨にしたが

って,14世紀後半までに作成された主要な古ジャワ語の ｢歴史｣テクストの配列を試みたのが

表2である｡

この表からわかることは,後述するN豆garakr埼gamaや Sutasomaなどの少数のテクス トを

しばらくおけば,9世紀中頃のR豆m豆yapaから14世紀後半の Arjunawijayaまで一貫して,｢イ

ンド的時空間｣とも呼ぶべき,｢ラーマーヤナ｣や ｢マハーバーラタ｣の物語世界をも包含す

る,一つの巨大な物語世界が描かれていることである｡ そして,このような物語世界を統一的

に支えているのが,宇宙の創造から終末までの時間をユガ (川野)と呼ばれる四つの時代に分

割するインド的宇宙時間の枠組である [Dowson 1982:38ト383;走方 1985:116-128]｡ こ

の四ユガ説によると,表3に示 したように,最初のユガであるクリタ･ユガ (Krtayuga)は

4,000年間続き,以下, トレータ一 ･ユガ (Tretayuga), ドゥワ-パラ･ユガ (Dw豆parayuga),

そして現在我々が生きているカリ･ユガ (Kaliyuga)の順に1,000年ずつ短 くなるが,各ユガの

前後にはそれぞれ10分の1の長さの薄明期があるから,各ユガの全体の長さは4,800年,3,600

午,2,400年,1,200年になる｡ しかし,実際には以上に示した年数は地上界の人間の360年に

相当する天上の神々の1年で計算してあるから,各ユガの長さを人間界の年数に換算するとそ

れぞれ1,728,000年,1,296,000年,864,000年,432,000年という天文学的な年数になる｡

古ジャワ語 ｢歴史｣テクストにおいては,物語世界の舞台がインドであるかジャワであるか

を問わず,あらゆる ｢歴史｣ 的事象が四つのユガの中に秩序づけられるている｡まず,｢歴

史｣の最初の時代であるクリタ･ユガにおいては,人間はまだ活躍の場を与えられておらず,

乳海技拝の結果生 じた不老不死の霊水 (amr血)をめぐって,もっぱら神々と悪鬼の争いを中

心とするできごとが展開する｡二番目の トレータ一 ･ユガに至って初めて人間が一方の主人公

13)なぜある時代にある物語が ｢語られる｣必然性があったのかという問題はそれ自体個別に取り上げ
られるべき重要な間農である｡たとえば,11世紀に書かれたカカウインArjumwiW5haの主人公Ar-
jum の行動に当時のアイルランガ王の姿が投影されているとするベルフの説はこのようなアプロー
チの典型である【Berg1938b】｡また,本稿でも論じる転生,系譜,予言といった文学上の仕掛け
が権力者の正当化に貢献していることは言うまでもない｡しかし,このアプローチを追究するため
には個々のテクストごとに簸密な分析を加えていく必要があり,本稿で論じつくすことは不可能で
ある｡ここでは,基礎的作業の一環として,読者の脳裏に思い描かれていたであろう物語世界とい
う点にしぼって考察する｡
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表 2 古ジャワ語文学作品に措かれている ｢想像された過去世界｣

I Krtayugaの時代 (神々と悪鬼の世界):

1. Adiparwa(パ)i,ワ,10世紀末)｡乳海撹拝やガルダ鳥と蛇族との抗争のエピソー ドなどを含
む｡

2. Smaradahama(カカウイン,1185年頃)｡愛の神 K豆maは苦行中の 畠iwa神を誘惑 しようとす
るが,逆に焼 き殺されてしまう.Siwa神 とその后 Um豆の間に生まれた息子 GapeSa
が悪鬼 N丑arudrakaを退治する｡その後,K豆ma神はその后と共に K云nIe畠wara王とそ
の后としてジャワに転生する｡

1 Tret豆yugaの時代 (Rama王子と悪鬼 R豆wapaの戦いを措 く ｢ラーマーヤナ｣物語の世界):
3. Sumanas畠ntaka (カカウイン,1204年頃)0R豆maの祖父母である AjaとIndtmatiの恋愛物

壬丘
P口o

4. Arjunawijaya(カカウイン,1367179年頃)｡｢ラーマーヤナ｣物語の第 7巻 Uttaralcapdaの前
半部から取材 し,悪鬼 R豆wap の生い立ちから,彼が ArjunaSahasrab豆huに討ち負か
されるまでを描 く｡

5. Ram豆yapa(カカウイン,9世紀中頃)0 R豆ma王子が悪鬼 R云W叩aにさらわれた后 Sitaを放
出する｡

6. Uttarak軸da(パルワ,10世紀末)｡このテクス トの後半部では,Sita救出後の ｢ラーマーヤ
ナ｣物語のエピソードを物語る｡宮廷から追放されたSitaはR豆maの息子を二人生ん
だ後,地下界へ降下する｡物語の最後に語られるRamaの天界への Wi印u神としての
復帰はTret畠yuga時代の終 りを画する｡

Ⅲ Dw豆parayugaの時代 (P豆pdawa5人兄弟とKorawalOO人兄弟の戦いを描 く ｢マハーバーラタ｣
物語の世界):

A.P軸dawa物語群 (｢マハーバーラタ｣物語の中でもP軸dawa兄弟を中心とする物語秤)

7. Adiparwa(パルワ,10世紀末)oHastina王国の P軸dawa兄弟とKorawa兄弟の生い立ちを物
語る｡

8. ArjunawiW弘a(カカウイン,1028-35年頃)0P軸dawa兄弟の12年間の放浪期間中,その第3
子 Arjunaは超能力を得るため山頂で苦行に専心 しているが,神々から懇請をうけて悪
鬼 Niw豆takawacaを退治し,その報酬に7人の天女と結婚する｡

9. Wira的parwa(パルワ,10世紀末).放浪生活を終えた P軸dawa兄弟はWir豆P王の宮廷に滞在
する｡

10･ Bhara冊 て(
カカウイン,1157年).P軸dawa兄弟とKorawa兄弟がそれぞれの同盟軍を
の決戦は,前者の勝利に終る｡その後,P豆pdawa兄弟とその従兄であり同盟

者であるKrSp (Wi印u神の転生)の天界-の帰還はDw豆parayuga時代の終 りを画す
る｡エピローグでは,Wi印u神がジャワにおいてJayabhaya王として転生 したことが
述べられている｡

B.K指P 物語群 (｢マハーバーラタ｣物語の中でもKr亭P を中心とした物語群)

ll. Hariwangga(カカウイン,1135-57年頃)｡ Kr!paがRuknbiを誘惑 し妻とする｡プロローグ
では,Kaliyugaの時代にWi印u神がジャワにJayabhaya王として転生 したことが述べ
られている｡

12. KrSpayana(1204年頃)｡HariWanggaと基本的に同じ物語の内容｡

13. Ghatotkac豆岳raya (カカウイン,1194-1205年頃). Arjum の息子 Abhimanyuが Kr亭P の娘
KSitiSundariとWi弼aの娘Uttariと結婚する.

14.Bhom豆ntaka(別名 Bhomak豆wya,カカウイン,クデイリ朝の頃か)0 Kr夢P の息子 SambaとYa-
jぬwatiとの恋愛物語｡物語の最後で,Kr夢Pが悪鬼 Bhomaを 退治する｡

Ⅳ Kaliyugaの時代 (社会的秩序の混乱と道徳的退廃に満ちた現代):

15. Adiparwa(パルワ,10世紀末)｡冒頭部で,ATjunaの曾孫 Janamejaya王による蛇犠牲祭につ
いて物語る｡この時に,詩聖 By豆saが作ったPapdawaの事績を語る叙事詩,即ち ｢マ
ハーバーラタ｣物語が朗唱される｡

16. Sutasoma(カカウイン,1379-89年頃)0 Hastinaに都する P畠pdawaの末商 Sutasoma王 (実
は大日如来の転生)が悪鬼 Ptm頭daを調伏 し,Kahyugaの混乱を取 り除く｡

17. N豆garalqtagm (カカウイン,1365年)O同時代のマジャバヒ ト王国における Rajasanagara
(通称 HayamWur止)王の事績と彼のシンガサリ朝以来の系譜について物語る｡
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として登場し,ラーマ王子の祖先の活躍,悪鬼ラーワナの誕生,ラーマの后シーターをめぐる

ラーマとラーワナの戦いが起こる｡この後半の部分を語るのが有名な ｢ラーマーヤナ｣物語で

ある｡ラーマの天界への帰還 (すなわち死)の後に第三の ドゥワ-パラ･ユガが始まり,｢マ

ハーバーラタ｣物語で知られる,パーンダワ5人兄弟とコーラワ100人兄弟の対決という人間

同士の抗争を中心とする一連のできごとが繰り広げられる｡ この部分はパーンダワ兄弟を主人

公とする物語群と彼らのいとこであるクリシュナを主人公とする物語群にわかれる｡ この抗争

はパーンダワ側の勝利に終り,地上に平和が戻るが,パーンダワたちの天界への帰還を契機と

して ｢歴史｣は最後の時代であるカリ･ユガを迎え,現在にまで至る｡

テクス トの時間と物語の時間を峻別するという視点からこの表を見ると,さらにいくつかの

興味深い点を指摘することができる｡第-に,テクス トの成立時代と物語の時間の関係がきわ

めて交錯していることである｡ トレータ一･ユガを例に挙げれば,ラーマ王子とラーワナの戦

いを描くRamayapaは現存最古の古ジャワ語カカウインであり,すでに9世紀の中頃に成立し

ているが,ラーマの祖父母について語るSumanas云ntakaは1204年に成立し,ラーワナの生い立

ちを語るArjunawijayaはようやく14世紀後半になって書かれており,テクス トの成立年代が下

るにつれて,物語の時間が遡っていく.14)その一方で,AdipZLrWaのように,一つのテクス ト

の中にクリタ･ユガからカリ･ユガにわたるいくつもの異なった物語の時間が語られているテ

クス トも存在する｡15)このような多様な関係が可能なのは,ジャワ文学のインド化が単に個々

のテクス トの受容にとどまらず,テクストの背後にある,ユガという統一的な時間構造を持っ

た物語世界の受容であったからである｡ そして,いったんこのような ｢想像された過去世界｣

の骨組みが社会によって共有されたならば,あとはまだ空自として語られずに残っている部分

に (おそらくその時々の時代の要請に応 じた)物語を,ある場合にはインドの作品にならっ

て,ある場合にはジャワ独自の着想に基づいてテクストとして完成させ,挿入していくことが

できた｡それは大枠だけが完成した巨大なジグソー･パズルにたとえることができよう｡ただ

本物と違うのは,遊び手は空自部にピースをはめ込むだけではなく,絵柄をある程度まで描き

換えることも許されていたという点である｡

第二の問題点は,テクストの読み手/聞き手が存在する時代と物語の時間との間の距離であ

14)このようなこと自体はあっても当然のことのようだが,実際には,物語の時間が古い方がテクスト
としての成立も無条件に古いという議論,もしくはそういう暗黙の前提を立てた議論が今でも散見
されるからここで注意を喚起しておく｡

15)このテクストのナレーションは,パーンダワ兄弟の一人Arjumの曾孫であるJanamejaya王が蛇犠牲
祭を行なう場面から始まる (カリ･ユガに舞台が設定されている)｡蛇犠牲祭が始まるに先だって,
ナレーション中のナレーションとして,乳海技拝の後に起こったガルダ鳥と蛇族との抗争 (クリ
タ･ユガ)が詩人によって語られる｡その後,蛇犠牲祭が行なわれる最中に,新たなナレーション
中のナレーションとして,パーンダワ兄弟とコーラワ兄弟の共通の祖先についてのエピソードから
始まる ｢マハーバーラタ｣の中核的な物語が語られ始める (ドゥワ-パラ･ユガ)｡このように,
Adiparwaは入れ子式のナレーション構造の典型的な例の一つである.
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表3 インド的宇宙時間における四つのユガ

1. Krtayuga 400+4L9g+400-4,800神々の年 Ⅹ360-1,728,000人間の年 (最も完全な時代)
1

2. Tret孟yuga 300十3m +300-3,600 神々の年 Ⅹ360-1,296,000人間の年
1

3. Dw豆parayuga 200+蔓迅些+200-2,400神々の年 Ⅹ360- 864,000 人間の年
1

4. Kahyuga 100+旦1_哩+100-1,200神々の年 Ⅹ360- 432,000人間の年 (最も堕落した時代)

出所 :Dowson[1982:381-383]に基づき作成｡

る｡ インド及びジャワの伝承では,カリ ･ユガが始まったのはパーンダワ兄弟が天界に帰還し

たシャカ暦紀元前3179年 (西暦紀元前3101年)とされてお り,古代ジャワ人には自分たちがす

でに4000年以上を経ているカリ･ユガに生きていることの明確な認識があった｡16)表3から明

かなように,歴史テクス トの物語世界の時間は原則としてクリタ ･ユガ, トレータ一 ･ユガ,

ドゥワ-パラ ･ユガの3時代におかれており,テクス トの読み手/聞き手が生きているカリ･

ユガとの間には大きな時間的隔たりがある｡ しかし,より重要なことは,クリタ ･ユガからカ

リ･ユガへ至る四つの時代の移 り変 りは,単に物理的な時間の経過を示すのではなく,ダルマ

(dha円形α,法)が維持 されて調和 に満ちたクリタ ･ユガからダルマが衰退 し混乱に満ちたカ

リ･ユガ-至る,社会的秩序 と人間倫理の段階的な崩壊 と堕落を意味することである｡ そし

て,一つのユガから次のユガへの移行が不可逆的な過程であり,二つのユガの間に存在論的な

断絶があることは,中心的な登場人物の種類が神々から人間-と移 り変ることにも反映 してい

る｡ 邪悪なコーラワ兄弟や人を食い天界を脅かす悪鬼は退廃 と無秩序の比倫であって,彼らを

退治することはダルマの回復,クリタ ･ユガの理想郷の再生の努力を意味するが,ユガに規定

されたダルマの衰退を前にしては,一時的な効果 しか持ちえない｡事実,いくつかの主要な古

ジャワ語 ｢歴史｣テクス トには,カリ･ユガの到来ゆえに今ここジャワにおいて平和 と秩序を

維持することが困難になったという言及が見られる｡17)これは,四ユガ説が外来の机上の空論

としてではなく,ジャワ人自身の歴史観を規定する重要な概念として強烈かつ正確に意識され

ていたことを示唆 している｡

このように,矛盾するようだが,四ユガ説は,物語の過去世界を統合する斉-な時間構造を

16)12世紀のHariwangSa(53.1)とBharatayuddha(52.3),そして14世紀のN孟garalqtagama(43.1)には
パーンダワ兄弟とクリシュナの天界への帰還と共にカリ･ユガが始まった旨の記述がある

[Zoetmulder 1974:255,263;Pigeaud 1960163]｡N豆garalqtagamaはさらにその年をシャカ暦紀元

前3179(西暦紀元前3101)年とするが,これはインドの伝承と同じである [Vaidya 1983:90]｡
N岳garakrt豆gamaの完成はシャカ暦1287年 (西暦1365年)であるから,この時点でカリ･ユガが始ま
ってすでに4466年が経過していたことになる｡

17)Hariwangia(53･1),Bharatayuddha(52.3),N豆garakrtagama(43.1).このうち,HariwangiaとBhar-
ata叩d(maでは,本文でも後述するように,平和と秩序を回復するためにウイシュヌ神がジャワに転
生することになる｡
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歴史テクストに与えると同時に,それぞれのユガの間,とくに物語世界があるクリタ, トレー

タ一, ドゥワ-パラの三つのユガと読み手/聞き手がいるカリ･ユガとの間に越えることがで

きない鋭い断絶をもたらした｡物語世界の舞台がインドに置かれているということも,出典が

インド文学にあるということとは別に,このような文脈で理解されるべきである｡バフチン

は,叙事詩の特徴として,読み手の現在からはけっして手が届かない過去に物語世界が常に設

定されていることを指摘 し,これを ｢叙事詩的過去｣ (epicpast)と呼んでいる [Bakhtin

1981:3-40]｡ 古ジャワ語 ｢歴史｣テクストの物語世界もまた ｢叙事詩的過去｣といえるであ

ろう｡ そこに見てとれるのは,カリ･ユガという ｢現在｣においては叙事詩として語るに足る

ことは何もなく,現在の詩人がなしえることは ｢過去｣を語るという作業だけである,という

認識の卓越である｡

ここで重要な例外となっているのが,14世紀後半に書かれた N豆garakrta駒maとSutasoma

である [Pigeaud 1960163;SoewitoSantoso 1980].両者の物語世界はいずれもユガ的時間構

造を持つ点で他の古ジャワ語 ｢歴史｣テクストと共通しているが,その時代はカリ･ユガに設

定されている｡ これは,物語世界の時間が読み手/聞き手のいる ｢現在｣に置かれているとい

う点でそれ以前のテクストの ｢叙事詩的過去｣からの訣別である｡ とくに,マジャバヒト王国

の宮廷詩人 Prapaaa が1365年に書いた NえgaralQ gam aは,同時代のジャワに物語の舞台を設

定 しており,｢語られた世界｣が ｢読み手/聞き手の世界｣を包含 していること,物語の中

(40.1-49.4)で作者に対して一人の老僧が,マジャバヒト王朝の祖先にあたるシンガサリ王

朝からマジャバヒト王朝に至る王たちの系譜と事績を詳しく語ることから,次節で述べる近世

ジャワ文学への過渡期にある作品と言ってよいであろう｡

最後に注目すべき点は,物語を読み手/聞き手にとって意味のある物語として成り立たせる

ためには,｢物語世界の過去｣と ｢読み手/聞き手がいる現在｣という二つの時間を結び付け

表 4 ウイシュヌ神の10の転生

ユガ

1. XTtayuga
2.Krtayuga
3. Xrtayuga
4.Krtayuga
5. Tretayuga

6. Tret云yuga

7. Tret孟yuga

8. Dw豆parayuga

g. Kaliyuga

10.Kaliyuga

垂生

負

負

猪

a+A (Narasingha)

倭人 (Ⅴ由nana)

Para貞urama

R血Ia (Ramayap の登場人物)

KTSP (Mah点bharataの登場人物)

仏陀 (Buddha)

Jayabhaya王 (HariWang岳a,Bharatayuddhaに言及される)

Kalkin (未来の救世主)

出所 :Dowson[1982:33-38]に基づき作成｡
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る物語上の仕掛けが必要だということである｡ そのためには,古典ジャワ文学を通じて予言,

系譜,転生といった仕掛けが一般に用いられているが,古ジャワ語文学ではその中でも転生が

最も顕著な役割を果たしている｡18)その典型的な例がユガ的時間構造の中で展開するウイシュ

ヌ神の十の転生 (avabira)である. インドやジャワの伝泰では,表4に示したように,ウイシ

ュヌ神は四ユガのそれぞれの時代に異なった化身,たとえばトレータ一 ･ユガのラーマやドゥ

ワ-パラ･ユガのクリシュナなど,として地上に生まれ変わり,衰退していくダルマの回復に

努め,宇宙の秩序の維持をはかる｡19)物語構造という観点から見ると,このウイシュヌ神の転

生は,断絶した四つのユガにある物語世界を結び付ける連続 した一本の糸として機能してい

る｡ さらに,古ジャワ語文学で特徴的なことは,Bharatayuddhaや Hariwangiaといった ｢歴

史｣ テクストの中で,ウイシュヌ神がカリ･ユガの ｢現代｣にジャワの王として転生したと逮

べられていることである｡ ここにおいて,転生という物語上の仕掛けは,｢叙事詩的過去｣で

ある ｢物語世界の過去｣を ｢読み手/聞き手がいる現在｣と結び付け,物語が ｢現代｣ の読み

辛/聞き手にとっても有意義であることを啓示するのである｡20)

以上に見てきたように,ユガという時間構造を全体として共有していることが古ジャワ語

｢歴史｣テクスト群を根本的に特徴づけている点である｡ ところで,先に引用したサルトノの

見解にも言及されているように,一般に四ユガ説は循環的な時間といわれる｡ これは,ブラフ

マ-神によって創造され,ウイシュヌ神によって維持された宇宙は,四つのユガをへた時点で

一つの周期を終え,シワ神によって破壊されて完全に消滅した後,再び創造されて新しい周期

を始めるからである｡21) このように,ユガの時間は理論的には循環的であるが,古ジャワ語テ

クストを見る限り,その天文学的な時間の長さゆえに一定の始点と終点 (いずれも ｢現在｣か

ら永遠に等しいほど遠くにある)を持った直線的時間として事実上は理解されていたと思われ

る (図1)｡ むしろ,上に述べたように,四つのユガからなるという段階性とそれぞれのユガ

18)予言や系譜もまた異なる時間を結び付ける仕掛けであるが,古ジャワ語文学では原則として一つの

物語世界内部もしくは同一のユガの中の二つの異なる時間を結び付けるにとどまり,カリ･ユガに

生きているジャワ人と結び付ける例は見当たらない｡しかしながら,予言という手法が古ジャワ語

文学においてすでに一般化 していたという点は重要である.典型的な例はArjunawijayaに見られ

る.その中で,R豆W叩aに対 して,将来,彼の宮殿は使者によって灰蛙に帰す (4.12),彼の王国は
猿たちによって破壊される (10.12),彼はWedawatiの生まれ変わりが原因となって死ぬことになる

(13.10),という呪い (予言)がかけられるが [Supomo 1977],これらはいずれもR豆m豆yapaにお

いて Handman(R豆W叩a-の倭者),R由naに率いられた猿軍,Sit豆(Wedawatiの生まれ変わり)と
いう形で現実となる [Zoetmdder 1974:217-226]｡

19)インドにおける伝泉についてはDowson[1982:33-38]を参照｡ジャワにおいてもウイシュヌ神の

ラーマやクリシュナ以外の転生が知られていたことは,R5mayapa(21:127)に,ラーマがウイシュ

ヌの化身であり,前世においては魚,負,猪,人獅子,倭人,J豆madagmi(Para岳ur云maの別名)であ
ったと記されていることからも明らかである [SoewitoSantoso 1980:528]｡

20)注17参照｡ウイシュヌ神以外にも,Smaradahanaにおいてはカーマ神とその后がジャワの王とその

后として ｢現代｣に転生する [Zoetmdder 1974:29ト297]｡
21)インドにおいては四ユガの周期に関してさらに擬密な体系が考案された [定方 1985:142-152]｡

しかし,ジャワを対象とする本稿の論考には直接かかわるものではない｡
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｢蔑み手の世界｣
カ リ ･ユガ .′′′■

r括られた世界｣亡:I■:コ■コ
トレータ一 ･
ユガ

ドサワーバラ ･ユガ

図 1 四ユガ説における語りの構造 (理論上のイメージと実際上のイメージ)

の間の断絶性に注目すべきであろう｡

さらに,四ユガ説に関してより重要なことは,これがジャワ人に,インドの歴史もジャワの

歴史をも包含する単一の普遍的な時間,と同時に,いくつもの時代に分節化 した時間という概

念を提供 した,ということである｡ひとたびこのような時間が ｢歴史｣を語るための枠組とし

て確立してしまえば,後は,この時問的枠組みの中に個々の物語を ｢モジュール｣としてはめ

込んでいくことができる｡ヒンドゥー ･ジャワ時代の後,古ジャワ語テクス トの保存と継承

は,イスラムが普及したジャワでは衰退し,バリ島及びその周辺においてもっぱら維持される

のみである｡ しかし,古ジャワ語文学の豊かな成果は,翻訳,翻案,あるいは部分的な借用な

どを通 じて現代ジャワ語作品へ受け継がれた｡ユガの概念 も,それ自体は継承されなかった

が,その中に見られる過去世界を普遍的 ･分節的な時間の枠組の中で語るという発想は,ジャ

ワ独自の物語をほとんど際限なく付加していく手法として引き継がれていき,さらには,(磨

史学的な)歴史上の事件を叙述する場合にも使われている｡22)次節では,現代ジャワ語 ｢歴

史｣テクストにおける歴史の構造が,古ジャワ語文学作品における歴史の構造を基礎におきつ

つ,どのような変化を遂げたかを検討 して行きたい｡

ⅠⅤ 近世 ｢歴史｣テクス トに見 られる ｢想像 された系譜｣

本稿では,現代ジャワ文学と区別するために,言語的には現代ジャワ語 (ModemJavanese)

で書かれているが,内容 ･形式ともに近代文学の影響を受ける以前の ｢古典的｣なジャワ語文

学を ｢近世｣ジャワ文学と呼ぶことにする｡ これは,時代的には,ピジョーが ｢パシシル文学

期｣と呼んだ時期 (16-17世紀)から古典ジャワ文学の ｢ルネサンス｣ と呼んだ時期 (18-19

世紀中頃)までに対応する｡[Pigeaud 1967-70:γol.1,6-7]｡ ここで取 り上げるのは,近世

ジャワ文学の中でももっとも典型的で包括的な歴史観を提示 しており,さらに,現在に至るま

でジャワ人にとってジャワの歴史に関する伝統的な知識の源泉となっているS卓ratKapdaning

22)ウォルタースの言う ｢現地化｣(localization)の,文学活動における興味深い現れ方の一つとみなす
ことができよう[Wolters 1982:67]｡
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RinggitPurwa(通称 SeratKapda,以下 SK と略)とBabadTanal1Jawi (以下 BTJと略)であ
る｡ いずれの作品も確実な作者を特定することはできない｡このうち,SKはカルタスラ宮廷

時代 (1680-1746年)に成立 した と推定 されている [poerbatjarakn andTardjan Hadidjaya

1952:140]｡ それに対して,B¶ は,イスラム ･マタラム王国の第3代国王スルタン･アグン

の治世 (在位1613146年)に今は失われた原型が成立 したと推定されているが [Graaf 1965:

128],その後しだいに修訂や増広を受けた結果,現在では,古典ジャワ文学のルネサンスが開

花した18世紀後半から19世紀前半の間に成立した多数の異本が残されている｡23)本稿は,個々

のテクストの文献批判ではなく,そこに語られている過去世界の構造の分析だけを目的として

いるから,SK については Subahdinataetal.[1985-88],BTJについては Meinsma版 [Ras

1987]という広 く普及している校訂本に従う｡24)

これまで,SK とBTJを研究対象とする場合,SKは文学作品として,BTJは歴史文献とし

て取 り扱 うことがしばしばであった｡25)事実,SKの原題が ｢(ワヤン･プルワの)物語の

書｣を意味し,BTJの原題が ｢ジャワの地の歴史｣を意味することからも予想されるように,

前者には神話的 ･伝説的要素を重視する傾向が,後者には同時代の政治的事件の記録を重視す

る傾向が見られる [pigeaud 1967-70:Vol.1,166]｡にもかかわらず,この二つのテクス トに

語られている過去世界には明白な類似性がある｡ それは,簡単に言って,人類の始祖からイン

ドを経てジャワにまで続く一筋の系譜を軸とする普遍的な歴史を語っており,しかも,その系

譜が非常によく一致しているということである｡したがって,近世ジャワ文学の歴史観を探る

にあたって,SK とB刀 を一つの ｢歴史｣テクス ト群として扱うことが許されるであろう｡26)

そこで,SKおよびB¶ の物語から系譜を抽出し,整理したものを表5に示 した｡ただし,

ローマ数字の時代区分は筆者が便宜上つけたものである｡

表5からわかるように,近世ジャワ文学における ｢歴史｣テクストの ｢歴史｣は人類の祖ア

23)BTJの諸異本の成立とそれらの関係をめぐる最近の議論についてはDayl1978],Ras[1986],Rick-
1efs[1972;1979]を見よ｡
24)Suba止dinata版 SKはレイデン大学所蔵写本 LOr6379に基づいている｡一方,Meinsma版 BTJはレ
イデン大学所蔵写本 LOr1786(通称 ｢スラカルタ宮廷大ババッド｣)に基づいて簡約 ･散文化した
ものとされているが [Ricklefs 1972:288],両者の内容の間には軽視できない差異があるという指
摘もある [Ras 1986:270]｡
25)たとえば,代表的なジャワ文学史であるPoerbatjarakaandTardjanHadidjaya[1952]にはSKのみが
あげられている｡

26)SKとBTJの本質的な差異は語られた内容そのものにではなく,どのエピソードに比重を置くかと
いう点にある｡大まかな計算を示すと,SKの場合,初めの19%がアダムからパーンダワ兄弟以前ま
での ｢歴史｣, 次の76%がパーンダワ兄弟からマジャバヒトの没落までの ｢歴史｣, 残りの5%がマ
ジャバヒト没落以降の ｢歴史｣を語っている｡それに対して,BTJの場合,最初の7%がアダムか
らマジャバヒト没落までの ｢歴史｣, 残 りの93%がマジャバヒト没落以降の ｢歴史｣にあてられてい
る.本稿ではSKとBTJに共通する歴史の構造を論じるが,近世ジャワ文献の史料としての信潰性
を論じる場合には,どのようなテクストのどの部分を対象としているかを明確にしておく必要があ

る｡
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表5 近世 ｢歴史｣テクストにみられる ｢想像された系譜｣(17世紀頃)

Ⅰ イスラムによる全世界の始まり
1. Adam. 人類の狙アダム｡
2. Sis.

3. NurCahya(-AnWar). インドとジャワの人々の祖先｡彼の兄 (Anwas)がアラブ人の祖先と
なる｡

4. NurRasa.

5. Wenang. 彼の兄 Tun脚 1はジャワの土着的神格を代表するSemarとなる0
Ⅰ インド世界の始まり
7. Guru . Wenangの子.Sambp(またはSum ba)という名であったが,Gtm の名を与えられ

る｡ヒンドゥー教のSiwa神と同一｡Uma女神を后とする｡

8. Brama. hdrapura(別称 GihgW卓si.後にNgastina[-Hastina]と改名)の王となる｡
9. Brami .

10. TritruSfa.
ll. Parikenan.

12. ManungsaMangsa(BTJではMan umanasa).
注 : SKではここにラーマーヤナ物語のエピソードが挿入されている｡

13. Sutapa(SKのみ).
14. Sakutrem.
15. Sakri.
Ⅲ ｢マハーバーラタ｣物語世界の始まり

16.Palasara(古ジャワ語テクストではPara畠ara). パーンダワの家系の始まり｡
17. Abiyasa(古ジャワ語テクストではBy豆sa).

18. Papdu.
19. Arjum .
20. Abimanyu.

21. Parikesit. ｢マハーバーラタ｣によれば,彼の息子Janamejayaが蛇犠牲祭を行なう｡
22. Udayam (-Yudayam).

23. Gendrayana. その子JakaTejaGarbaがJayabayaを名乗る.
Ⅳ ジャワ世界の始まり

24. Jayabaya. ジャワ島の MulwaJ)atiDaha(-K坤ri)に宰相 AjiSakaを派遣 し国を建てる.Aji
SakaはJayabayaからEmpuS卓dalIの名を受ける.Jayabayaはイスラム教徒 SehSamsu
Jenalingaliからジャワの未来を予言するKitabMukarar を授かる.

25. JayaAm軸ya.
26. JayaAmisena.
27. Kusumawicitra(BTJのみ).
28. Citrasoma.

29. Pa丘cadriya.

30. AnglingDriya(-AnglingDam ).

31, AnglingXustJma(SKのみ).

32, SuwehCala(-AwabBaliya).

33. MahaPunggung(-ArdiKustma).

34. Kapdihawan .
35. MartaWijaya(SKのみ).

36. Geptayu(-pangdangGuh).
37. DewaKustm (SKのみ).

V ｢パンジ｣物語の世界 (東ジャワの4王国 Koripan[-Janggala],Daha[-Kediri],Gagelang[-
Urawan],Singasariを舞台にパンジ王子のロマンスと冒険を物語る)

38. LembuAm祉uhur.

39. InuK卓rtapati. 一般にパンジ王子として知られている人物.Janggala国の王となり,Daha国
の王女 CandraKiram を后にする.
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表 5一つづき

Ⅵ パジャジャラン王国 (西ジャワ)の始まり

40. KudaLaleyan. スンダの地 (西ジャワ)に移 り,パジャジャラン国の王となって Prabu
Galuhを名乗る｡

41. Ba句aranSari.

42. MupdingSari.

43. MupdingWangi.
44. Pam蝕as. 自身の長男JakaSarah(-Siym gWanara)にパジャジャラン国王の位を奪われ

る｡

Ⅶ マジャバヒト王国 (東ジャワ)の始まり
45. Susuruh(-JakaSuruh,Tanduran). Pam 卓kas王の次男｡長兄JakaSarahに破れ,東に逃れて

マジャバヒト王国を建て,BraWijaya(1世)を名乗る.一方,Pam ekas王の三男
Bangahは Tubanに逃れてその地の王 となる｡Wijaya王の名は N豆garakrtagama,
Pararaton,碑文等の史料にもマジャバヒト王朝最初の王としてみえる｡

注 : 以下,54まで SKとB¶ の記述には対応しないものが多い｡ここでは便宜上 B¶ の
記述を先に配列した｡

46. PrabuAnom(BTJのみ).
47. Kum∬a(SKのみ).

48. ArdiWijaya(SKのみ).

49. Adaningkung.

50･ Ayam-Wuruk(BTJのみ). N豆garakrtagama,Pararaton,碑文にも名が見える｡R尋jasanagara
の即位名を持ち,マジャバヒト王国最盛期の王として有名｡

51. Lembu血血Smi (BTJのみ).

52. BraTanjung(BTJのみ).

53. PrabuKenyaKaacmaWungu(SKのみ). SKによればAdaningkungの一人娘で,マジャバヒ
ト国の女王となる｡DamarWulanの助けを得て,宿敵 MenakJinggaを破る｡ 後に
DamarWulanは女王と結婚LBraWijaya王を名乗るO彼らの息子がマジャバヒト王国
最後の王 AngbW的yaである｡

54. BraWijaya. マジャバヒト王国最後の王 (SKでは,王国最後の王はAngkaWijaya)｡彼と鬼
女との間にできた息子 AryaDamarはPalembangの王に,中国人の后との間にできた
息子 Patah(名目上はAryaDamarの子)は後にDemak王国の創建者になる｡また,
チャンバー人の后 Darawatiの甥達 RahmatとJenalKabirはイスラムの布教に努める｡
さらに,Wandan出身の后との間にできた息子 BopdanKajawanはTarub(Tegal近郊
か)に派遣される｡最終的にマジャバヒト王国はイスラム勢力によって滅ぼされ,ジ
ャワ暦1400年 (西暦1478年)に王はバリ島に逃れる (SK416.14)0

Ⅷ ジャワ島北海岸を中心とするイスラム諸王国の時代 (RahmatとJenalKat血の子孫達及びBra
Wijayaのイスラム化 した子孫達が Surabaya,Tuban,Kudus,J阜para,D卓mak,Cerbon
等の諸王国で活躍する)

55. BopdanKajawam.Tarubに派遣される｡
56. GetasPaDdawa.Seselaに定住LSutaWijayaを名乗る｡
57. GedeSela(BTJのみ).

58. 丘nis(BTJではGedeNg卓nis).

59. Pamanal1an. Pajang国王に仕える.Anwas(この表の3参照)の系統の女性と結婚し,息子
をもうける (後のSenapati)0 SKの記述はPamanahan の代までO

Ⅸ イスラム ･マタラム王家の始まり (BTJのみ)

60. Senapati. イスラム ･マタラム王家の祖｡歴史上1584年頃から1601年まで在位した｡
注 : B¶ ではこの後にイスラム ･マタラム王家の実在の王たちの事績が続く｡

出所 :Berg[1938:113-114],Pigeaud[1967-70:Vol.2,356-363],Subalidinataetal.[1985-88]
にもとづき作成｡人物の説明は,時代の転換点に位置するような重要人物に限定した｡
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ダムから始まる｡ 彼の孫の一人 Anwasはメッカに居を構えてイスラムの教えを守り,その系

譜がノア (Nuh)やアブラハム (Ibr血im)- と続 くのに対 して,もう一人の孫 NurCahya

(AnWar)はサタン (ManikMaya)に導かれて異教の道に入り,インド人とジャワ人の系譜の起

源となる｡ 続いて,NurCahyaの孫 W卓nangの子 Sambu(またはSumba)はGuru の名を与え

られる一方,W色nangの兄 Tunggalはジャワの土着的神格を代表するSemarとなる｡Guru は

ヒンドゥー教のシワ神と同一神格であり,彼の代からインドを舞台とする物語世界が展開す

る｡ その中では,系譜と直接にはつながらないがラーマーヤナ物語のエピソードが語られた

後,palasaraの代からパーンダワ一族の物語が語られる.その後,パーンダワ一族の未商であ

るGendrayanaの息子が,古ジャワ語テクス トにも名を残すJayabayaを名乗り,ジャワ島の

MulwapatiDaha(現在の東ジャワ州クデイリ)に王都を移したときからジャワ世界が始まる｡

彼はイスラム教徒 sehSamsuJenaJingaJiからジャワの未来を予言するKitabMukarar を授かる｡

また,彼の宰相 AjiSakaは丘mpusedahの名をJayabayaから受ける｡このエピソードの重要

性は,単に物語の空間がジャワに移動したというにとどまらない｡ジャワ人の手になったので

はなく一人のイスラム教徒から与えられたという設定であるにせよ,ジャワの ｢歴史｣を過去

から現在そして未来まで語るテクストが出現したこと,そして,丘mpusedahとJayabayaがそ

れぞれ,イスラム ･マタラム宮廷にまで伝承が残った古ジャワ語 ｢歴史｣テクス トBh孟r-

atayuddhaの共作者とそのパ トロン王であることは,近世ジャワ文学が,Jayabayaの時代をも

ってジャワ人自身が ｢歴史｣を語り始めた時代とみなしたことを示している｡

Jayabaya以降,｢歴史｣ の舞台は,パンジ (Paaji)王子とその父親 LembuAmiluhur が活躍す

る東ジャワから,酉ジャワのパジャジャラン王国を経て,再び東ジャワのマジャバヒト王国へ

と移っていく｡最終的にマジャバヒト王国はイスラム勢力によって滅ぼされ,最後のマジャバ

ヒト王はバリ島に逃亡するが,彼の子孫たちはイスラム教徒としてジャワ島中 ･東部の北海岸

から内陸部にかけて群立したイスラム国家で活躍する｡その中の一人でパジャン国王に仕えて

いた Pamanahanは,アダムの孫であるAnwasの末商の女性と結婚し息子をもうけるOこれ

が,後にイスラム･マタラム王国を創建するSenapatiである｡B¶ ではこの後に王国の実在

の王たちの事溝が ｢現在｣に至るまで続く｡

以上が,代表的な近世ジャワ ｢歴史｣テクストにおける ｢歴史｣ である｡その特徴として第

-にあげなければならない点は,すでに指摘したように,ここにみられる ｢歴史｣が,時間的

には,神による世界の創造を前提とした最初の人類の出現から始まって ｢現在｣に至る,そし

て空間的にはメッカからインドを経由してジャワへと至る,連続的で一元的な歴史だというこ

とである｡ このような点に着 日して,SKのような近世 ｢歴史｣ テクス トを ｢普遍史｣

(miversalhistory)とピジョーは呼んでいる [Pigeaud 1967-68:Vol.1,139]｡前節では,この

ような普遍的な歴史への指向がすでに古ジャワ語 ｢歴史｣テクストの中に現れていることをあ
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さらかにした｡しかし,近世 ｢歴史｣テクストがそれらと決定的に異なっているのは,古ジャ

ワ語 ｢歴史｣テクストでは普遍史の構想は読み手/聞き手の脳裏における想像にとどまってい

たのに対して,ここではそれが一つのテクストの中に具体的に実現されているということであ

る｡ これは,異なった起源をもつ独立したエピソードを単一の時間枠にモジューリレのようには

め込んでいくことによって,統一的な物語世界を築き上げるという,古ジャワ語文学において

萌芽的に発生した手法が近世ジャワ文学においてさらに一歩押し進められたことを意味する｡

しかしながら,近世 ｢歴史｣テクス トにおいても,普遍史の中の個々のエピソードはモジュー

ルとしての独立性をまだ維持 しており,おたがいの結び付きもきわめて嬢やかなままであっ

た｡事実,SK中のエピソードの中には,パンジ物語やDamarW血 物語などのように独立し

たテクストとして広く流布している物語がきわめて多い｡また,どのエピソードをモジュール

として時間枠の中にはめ込むかについては,時代の転換点にいるような重要人物の場合をのぞ

いて,物語相互の斉合性上の制限がほとんどないから,B¶ の数多くの異本のように,いくつ

かのテクスト間でモジュールが入れ替ったり,あるテクストに独自のモジュールが追加された

りすることもしばしば起こっている｡

近世的な普遍史の第二の特徴は,古ジャワ語 ｢歴史｣テクストにおける四ユガ説のような明

確な時代区分,すなわち,歴史そのものに先行して想定され,各時代を存在論的に区別して,

それぞれの時代における神々や人間の営みを倫理的に規定するような超歴史的な枠組は存在し

ないことである｡ むろん,近世的普遍史にも,表5で筆者が試みたように,時代の区分を見て

とることはできるが,それはあくまでも歴史が展開していった結果として存在するものであ

る｡このように各時代の間に決定的な断絶がないということは,近世的普遍史の以下に述べる

いくつかの興味深い特徴とも深く関連している｡

その一つは,アダムから現在の王家までが支配者たちの系譜によって-貢してつながってい

ることである｡ 唯一神の被造物であるアダムから始まる系譜の流れの中にすべての歴史が包摂

されるという構想には,イスラム的原理によって歴史に秩序を与えようとする意図が反映して

いる｡ このことは,古ジャワ文学では至高神の地位にあったシワ神がアダムの末商とされてい

る点にとくに明瞭である [poerbatjarakaandTardjanHadidjaya 1952:147].さらに興味深いの

は,そのシワ神がジャワの土着的神格であるSをmar の甥とされていること,そして,現在の

イスラム ･マタラム王家が,Anwarに始まるインドとジャワの支配者の系譜と血wasに始ま

るイスラムの預言者たちの系譜を統合したものであると記述されていることである｡ ここに,

イスラム,ジャワ,ヒンドゥーという重層的な秩序を統合するものとしてイスラム ･マタラム

王家を提示 しようとする,近世 ｢歴史｣テクス トの語 り手の意図をみることができよう

[poerbatjarakaandTardjanHadidjaya 1952:147;Koentjar aningrat1985:448-449】｡ 系譜の卓

越に関連して,ここで指摘しておかねばならないのは,古ジャワ語 ｢歴史｣テクストではきわ
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めて顕著であった転生が近世 ｢歴史｣テクストからほとんど姿を消していることである｡ これ

は,むろんジャワ社会におけるヒンドゥー的世界観の衰退を反映しているのだが,語りの構造

という観点から見れば,物語世界と読み手/聞き手の世界が系譜という仕掛けによって結び付

けられるようになった結果,これまでその機能をになっていた転生が不必要になったと言うこ

とができる｡

系譜の卓越に関連して,近世的普遍史においてもう一つ特徴的なのは,語られた世界が読み

辛/聞き手の世界を包含していることである｡ すなわち,語られた世界の時間はアダムから始

まる始源的な過去から読み手/聞き手が生きているイスラム･マクラム王朝の現在へと連続的

につながっている｡ とくに,B¶の ｢現在｣を語る部分は,歴史学的に史実と認められる事件

の記述がきわめて多くなってくる｡これは,読み手/聞き手が生きている同時代のできごとが

｢歴史｣テクストにおいて語るに値するものと認識されるようになったということでもある｡

言いかえれば,｢叙事詩的過去｣の近世ジャワ文学における消失を意味する｡

このように,近世 ｢歴史｣テクストには,直線的かつ普遍的な時間,系譜の卓越,各時代間

の連続性,物語世界による読み手/聞き手の世界の包含といった特徴的な要素が指摘できる｡

このような歴史観の登場の理由を,アダムに始まるイスラム的な系譜の導入からも明らかなよ

うに,イスラムの影響に求めることは容易である｡ しかしながら,すでに前節で検討したよう

に,近世 ｢歴史｣ テクストに見られるこれらの要素のなかでも,近世的歴史観の中核にある普

遍史という特徴は,普遍的な時間の枠組の中にエピソードをモジュールとして挿入していくこ

とによって物語世界を拡充するという古ジャワ語文学の中で発達した手法の論理的な帰結と考

えることができる｡ さらに,系譜の強調や物語世界による読み手/聞き手の世界の包含といっ

た特徴も,古ジャワ語文学末期に出現 したN豆garakrtagamaに明瞭に現れている. したがっ

て,近世的歴史観の形成に対するイスラムの影響はむろん否定できないが,それ以上に,イス

ラムが影響を及ぼすようになったときには,すでにジャワ社会の中で自生的な歴史観の発達が

あり,イスラムの影響を能動的に受け入れる準備ができていたと考えるべきであろう｡

物語世界の中に読み手/聞き手の現在の世界が語られるという構造は,19世紀頃に現れた,

読み手/聞き手の未来を語る予言テクスト-の道を開いた｡予言テクストではまた,エピソー

ドのモジュール化という手法がさらに徹底して使われている｡ 次節では,古典ジャワ文学にお

ける歴史観の最終的な発展形態を示す予言テクス トと,その前提となるロンゴワルシトの

PustakaRajaを検討してみたいo

V PustakaRajaの ｢秩序づけられた過去｣ と予言テクス トにみ られる ｢歴史｣の

構造

19世紀半ばになって,スラカルタ宮廷において,古典ジャワ文学史の末期を飾る ｢最後のプ
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ジャンガ buJ'angga,宮廷詩人)｣として活躍したのがロンゴワルシト(氏.Ng.Ranggawarsita)

である｡27)彼は60点に近い作品を書き残したが,歴史観の表明という点からみてもっとも重要

なのは ,当時伝承されていた ｢歴史｣テクス トの集大成を目括 した散文作品 PustakaRaja

(｢王たちの書｣の意｡以下,PR)である [Pigeaud1967-70:Vol.1,170-1711 ｡ しかしなが

ら,ロンゴワルシト自身が完成することができたのは,PRPurwaと称される,パーンダワ一

族のエピソードまでの ｢歴史｣であった｡｢歴史｣のその後の部分は,ロンゴワルシトの追随

者たちが書き継ぎ,PRMadya,PRPuwaraと称された libid.]｡ このような作業を,原作に村

する剰窃や模倣といった近代的観念に基づいて評価するのは誤 りであろう｡ 近代以前の文学の

あり方においては,いったん一つの物語世界の共有が確認された後は,誰がそれをテクストと

して具体化するかは二次的な意味しか持たないからである｡ロンゴワルシト自身の手によるか

よらないかにかかわらず,PRに提示された歴史観は,19世紀後半から現在までジャワにおけ

るもっとも有力な伝統的歴史観となった｡公表された当時,pRがジャワ人知識人たちに強い

影響を与えたことは,pRの続編が書き継がれたにとどまらず,｢PustakaRaja風｣の作品が大

量に作られたことからも明かである [ibid.]｡ ここでは,Haryanto[1988:248-257]の記述に

もとづいて,PRPurⅣaと続編のPRPuwaraの概要を表6に示した｡

PRは,SKや B¶ の歴史世界を基本的には継承しながらも,歴史叙述をジャワから開始す

ることによって,ジャワを完結した独自の世界として提示している｡ さらに興味深いことは,

pRは本質的に,丘mpusangkala(AjiSakaの別称)がインドからジャワへ渡ってきた年を紀元

とする,ロンゴワルシト自身が創案した暦体系 (太陽暦と太陰暦の2種)にしたがって,すべ

ての ｢歴史｣的事件を位置づけ直 した年代記だということである｡たとえば,seratpurwa

PadaとSeratSabalokaの2巻からなる第一の書 KitabMahaparwaは太陽暦 1年から100年まで

のできごとを対象とし,以下,時代が下るにつれてより細かな時代区分がおこなわれている｡

この結果,ジャワの ｢歴史｣に起こったどのような事件でも年代を確定することが可能となっ

た｡これは,年代表示がマジャバヒト朝以降の主要な事件に限られているSKや B¶ と大き

く異なっている点である｡ 言いかえれば,pRは,暦という均一で客観的な時間的枠組をまず

最初に設定して,その中に ｢歴史｣的事件をはめ込んでいくことによって,一つの歴史世界を

記述しようという試みであり,歴史叙述のモジュール化という手法を最大限に徹底させたテク

ストである｡

あらゆる ｢歴史｣的エピソードに年号をつけようとするロンゴワルシトの発想について,そ

の根源をピジョーは ｢森羅万象にゆきわたる秩序が存在し,それが神話や歴史にも明らかにさ

27)ロンゴワルシトは1802年にスラカルタに出生｡1845年にバク･ブウオノ7世下のスラカルタ宮廷に
おいて宮廷詩人に任命された｡1873年に死去するまで詩の創作,古ジャワ語作品の翻案,物語集の
編纂などの精力的な文学活動をおこなった｡ロンゴワルシトと当時の中ジャワの宮廷の状況につい
ては土屋 [19841を参照｡
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表6 PustakaRajaPurwa及びPustakaRajaPuwaraにみられる ｢秩序づけられた過去｣

I PustakaRajaPurwaOayabaya王によって語られた物語という趣向｡太陽暦11800年を扱う)

A.Mahapama(1-100年)
1. SeratPurwaPada. 丘mpusangkala(-AjiSaka)がインドからジャワに来る｡
2. S&atSabaloka.

B. Mahadewa(10ト200年)

3. S&atDewaBudha.HyangSyiwa(シワ神)がジャワ最初の王となりM印angKamulanに
おいてSriPadukaMaharajaDewaBudhaを名乗る｡102年にボロブドゥ-ルを建立する.

4. S卓ratDewaRaja.
注 :以下,SeratParaPatraまで HyangSyiwaの子孫達を中心に物語る｡

C. Maharesi(201-300*)
5. SeratR6siKala.
6. SeratBudhaKr卓sna.

D. Maharaja(3011400*)
7. SeratRajaKanwa.
8. S虐ratPalindria.

9. S卓ratS山acala.
10. SeratStJmaLnmtaka.

E. Maharata(401-500年)

11. SeratDyitaym .
12. S卓ratTritarata.
13. SeratSindula.
14. SeratRukmawati.

15. SeratSriSadana.

F. Mahatantra(501-600*)
16. S点ratSriKala.

17. SeratRajaWatara.
18. SeratCitraKaprawa.
19. SeratA血wanda.
20. SeratP∬aPatra.

G. Mahaputra(601-700年)
21. SeratMahandyaPU澗 . Palasaraが Astina(-Hastina)の王となる｡パーンダワの家系の

始まり｡

22. S卓ratSubmayasa.Astinaの王 Kresnadipayanaが退位した後,Abiyasa仙を名乗る.
23. SeratHariwangsa. 悪鬼GorawangsaがMandura国王の后と通じ,息子Kangsaをもうける｡
24. SeratDam Sarya.PanduDewantaが Astinaの王となり,Kunthiを后とする (パーンダ

ワ兄弟の父母)｡以下,Bharatayudaまでマハーバーラタに関連 したエピソードが蘇
く.多 くはワヤンの演 目として有名｡たとえば,39. SeratPartaWiwaha (通称
Mintaraga)はArjunaの冒険談 (Azjumwiwaha)を語る｡

25. SeratKumbayana.
26. S卓ratWandaLAksaLna.

27. S卓ratDarmaMukta.

28. SeratDretaNegara.
H.M血 血arma(701-800年)
29. SeratKuranAm .
30. SeratSmaradahana.

31. S卓ratAm barawaja.
32. S卓ratKddaKresna.

33. SeratKunjarakam .
34. SeratKunjaraKresna.
35. SeratManikHarjaPurwaka.
36. SeratPartayagnya.
37. SeratStm triParta.
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表6-つづき

38. SをratDewaruci.

39. SeratPartaWiwaha.

40. SeratIndraNaraga.

41. SeratUrubaya.
42. S卓ratDomantara.

43. S卓ratBomantaka.

44. SeratBharatayuda. パーンダワ兄弟とコーラワ兄弟の間の大戦 (Bharatayuda)を描く.

45. SeratK出mataya. パーンダワ兄弟と彼らの祖父Abiyasaが死去する｡
46. SeratDharmaSarana. ParikesitがAstina国の王になるO

47. SeratYudhayana. Parik卓sitの後,Yudhayana,続いてGendrayanaがAstina国の王になる｡

Ⅱ PustakaRajaPuwara(マジャバヒトの王 BraWijaya5世が詩人に命 じて書かせた物語という趣
向｡太陽暦801-1400年を扱う)

A. Mahadarma(8011900*)

1. S&atBudhayana. G卓ndrayanaがAstirLa国を去り,東ジャワのMamenangの地で王になる｡

2. SeratSariWahana. Astina国のYudayakaがYasaに移りYawastina国を建てる｡

3. SeratPtmsangkara. Yawastinaの王が Mam卓nangの王女と結婚する｡その級,Yawastina
は滅亡する｡

4. SeratPartnakaraya.Jayabaya王がMamerLang国を治める｡その子Jayahamiyaが王位を継
ぐ｡

5. SeratAjiDham . MalawapatiでAnghgDbrmaが王となる.

6. S卓ratAjiPamsa. AjiPamasaを名乗るKustmaWicitra王が王都をManenangからPeng-
gingに移す｡

B. Maharaka(901-1000*)

7. SeratWitaradya. CitrasomaがPenggingの王になる.

8. SeratPurwanyana. Pancadriaが Penggingの王になる｡

9. SをratBandawasa. Pe喝由ngの An如ldria王とPramban肌 の Baka王の戦い.Baka王は
Pengging国の BandungBandawasaに殺される.

10. SeratDewatacengkar. MedangKamulanのDewatacengkarについての記述｡
C. Mahaprana(1001-1100年)

11. SeratWidayaka. M軸angKamuIan の王 WidayakaとSwelacahについての記述｡
12. SeratDaneswara. DaneswaraがM色dangKamulanの王となる.

13. SeratJayaL卓ngkara. JayaLengkam が M印angKamulanの王となる｡その後,王国は滅
亡する｡

14. SeratDhaLmaKustma. PenggingのDhm Kustmaが王都をBojan卓garaに移す｡

15. SeratCatasiPanuaka. 東ジャワの Kediri,Jenggala,Ngrawan,Singasariの4王国につい
ての記述｡

D. Mal1akrasma(1101-1200*)

16. S卓ratSuryaWisesa. Panjilnukartapad(パンジ王子)がJ色nggala国王になりSuryaWisesa
と名乗る｡その後,王位は息子の KudaLe1eanに譲られ,新王はSuryaHam山uhurと
名乗る｡

17. SさratRajaSunda. SuryaHamdul1urはパジャジャラン (西ジャワ,スンダ地方)に移り,
その地の王となって,PanjiMaesaTrandemanを名乗る0

18. S色ratMaduSudana. Penggingの王 SudaLnaとその息子 MaduKustm との戦い.

19. SeratPan caPraban脚 na. PenggingのDarnastuti王とPrabanggaJu仙についての記述｡
E. Mah血 a(1201-1300年)

20. S色ratMundingsari. パジャジャランのMundingsari王はマジャバヒトとの戦いに破れる｡

21. SeratRajaPtlrWaka. マジャバヒト国の王 PrabuBrataとBraKumam についての記述.
22. SeratMahakara. マジャバヒト国の王 BraWijayal世から同3世までの記述｡

F. Mahapara(1301-1400年)
マジャバヒト国の王 BraWijaya4世と同5世についての記述｡

出所 :Haryanto[1988.･248-257]にもとづき作成｡PRPurwaの各書の説明は主なものに限った｡
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れるべ きだというきわめてジャワ的な考え方｣に求めている [pigeaud 1967-70:γol.1,

170]｡たしかに,PRに一定の秩序による過去世界の統合への意志があることは明かである

が,その秩序の由来については別の見方も可能であろう｡ すでに指摘したように,PRとSK

やBTJとの間には年号表記に対する発想の違いがあり,PRの年号表記が本来的に ｢ジャワ的

な考え方｣に基づくものとしてよいか疑わしい｡この違いは,さらに,両者の過去世界に流れ

る時間に質的な違いがあることを意味している｡ すなわち,PRにおいては,Jayabaya王がい

たような遠い過去にも,イスラム ･マタラム王朝が成立してからの近い過去にも,時間は等し

い速さで均質に流れている｡ この時間は,ヒンドゥー ･ジャワ期の四ユガのようにそのそれぞ

れの時代の中に生きる人間の営みを倫理的に規定するような時間ではなく,むしろ,歴史とは

独立して経過する物理的な時間というべきである｡ここでは時間は過去から現在へと不可避的

に流れ込んでくるから,物語を成立させるために,語られた過去世界と読み手/聞き手がいる

現在とを結び付ける仕掛けとしての転生や系譜に依存する必要もない｡さらに,PRにおける

時代区分も,PR以前には見られない100年という単位を使用している点で,ヒンドゥー ･ジ

ャワ時代の四ユガ説の影響という以上に,均質な時間の流れを前提とする近代的な時間の影響

を感じさせる｡ ロンゴワルシトのオランダ人との深い交流を考慮するならば [土屋 1984:

111-114],西洋の ｢世紀｣ (centuy)の観念の影響を推測することも不当ではないであろ

う｡28)しかし,その場合でもやはり指摘しておかねばならないことは,ジャワの歴史観はヒン

ドゥー ･ジャワ時代に取り込んだインド由来の四ユガ説を基礎として自律的に発展してきてお

り,そこに内在する歴史叙述のモジュール化という流れの論理的な帰結として,100年を単位

とする西洋の ｢世紀｣の観念の導入も選択可能であったということである｡

ところで,ナレーションという点から見てPRの ｢語られた過去世界｣の興味深い点は,そ

れを語る主体自身が読み手/聞き手から見た過去の中にいることである｡ すなわち,pRPur-

waではJayabaya王が ｢過去｣を語 り,PRPuwaraではマジャバヒト王国のBraWijaya5世

が詩人に命じて ｢過去｣を書かせたという設定になっている [Haryanto 1988:248,254].こ

れに対 して,PRと同じように語る主体が読み手/聞き手から見た過去の中にいながらも,

｢過去｣ではなく ｢未来｣を語ることによって,近世 ｢歴史｣テクストに見られる物語世界の

28)もしこの推測が正しいとすれば,このような近代的な時間の伝統的歴史観への導入こそが,皮肉な
ことに,ジャワ的歴史観のジャワ的である根拠を蝕み,結局のところ,ロンゴワルシト以降,ジャ
ワ的歴史観の新しい展開を見ないまま,西洋的な歴史学的方法論による歴史叙述の時代を迎えるよ
うになったと言うことができよう｡
なお,Ricklefs【1974:1421226]によれば,18世紀においてはジャワ暦の世紀の変わり目ごとに王
朝の交替があると信じられており,この理論はジャワ暦1600年 (西暦1677年)にプレレッド宮廷が
陥落したという歴史的事実によっで強化されたという｡しかし,このような理論の発生がいつ頃ま
でに遡りえるかについてはまだ不明な点があるOまた,PRの場合は1(氾年を単位とする時間の枠組
みが使われているのであって,世紀の変わり目ごとに王朝交替のような事件が起こるというのでは
ないことに注意すべきである｡この点は本文で後述する予言テクストでも同様である｡
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中に読み手/聞き手の現在の世界が包含される構造をあわせもつようになったのが,次に取り

上げる予言テクス トPranitiwakya(｢言葉の研究｣｡以下,PW)とそれを補完するPranitiradya

(｢王の研究｣｡以下,PRd)である｡確かに,厳密に言えば,ナレーションの時点で ｢未来｣

を語っている予言テクス トは,我々が定義する ｢歴史｣テクス トの範暗には入らない｡しか

し,古典ジャワ文学における ｢歴史｣の構造の意味を理解するためには,無視できない重要性

をもっているから,最後にここで検討しておきたい｡古典ジャワ文学においでは,18世紀から

19世紀にかけてジャワの未来を語る予言テクストが大量に出現し [pigeaud 1967-70:Vol.1,

155-1561,その多 くが現在でも民衆レベルで広 く普及している｡ここで取 り上げる二つのテ

クストは,ジャワに始まる歴史叙述,磨 (太陰暦と太陽暦の2種)による過去の秩序化,100

年を単位 とする時代区分という点で PRと ｢歴史｣の構造を共通にしており,さらに,｢現

在｣の部分で語 られるイスラム ･マ タラム王朝の王が19世紀後半の Surakarta宮廷 と

Yogyakarta宮廷の実在の王であることから,29)pRとほぼ同時代に,その影響下に書かれたと

推測できる｡

PWは,JangkaJayabayaPramitiwakya(ジョヨボヨの予言)という別称があることにも示さ

れているように,Jayabaya王がイスラム教徒 SehAliSamsujenから教示された過去,現在から

未来に至るジャワの ｢歴史｣の諸 ｢期間｣ b'angka)を記述 した書という趣向で書かれてい

る｡30)太陽暦 (suryasevngkala)で2,100年間,太陰暦 (candyqsevwkahz)で2,163年に及ぶこの

｢歴史｣ は,それぞれ太陽暦で700年間 (太陰暦で721年間)続 く三つのJamanKaliからなり,

それがさらにそれぞれ太陽暦100年間 (太陰暦で103年間)続 く七つのJamanKalaから構成さ

れる｡31)pRdの ｢歴史｣の基本的構造はPW と同じだが,ジャワ歴代の王名と治世の年代を

列挙している点に特徴がある｡表7に,PWの記述を主としつつ,王名などの情報をPRdに

したがって補ったものを捷示した｡

ここには,SKや BTJに始まりロンゴワルシトのPRに集大成されたジャワの伝統的歴史観

の基本的な形が圧縮された形で語られている｡その中核的部分には,Jayabaya,パンジ王子

(HinoK卓rtapati,SuryaWisesa),本稿の ｢はじめに｣でも言及したMahesaTandreman,そし

てBraw的yaなど,伝統的歴史叙述に頻繁に登場する架空の人物が現われている｡ しかし,よ

り興味深いことは,時代がさらに下って,SultanAgungによってジャワ暦が導入された西暦

1633年 (ジャワ暦1555年)以降の事項についてPRdの歴史叙述を検討してみると,その内容

29)PRdの ｢現在｣に見える最後の実在の王はSurakarta宮廷のPakuBuw肌a9世 (在位1861-93年)で
ある｡

30)JangkaJayabayaは ｢ジョヨボヨの予言｣を意味するが,)'aqgkaという語自体には,｢予言｣の他に
｢期間｣という意味がある｡より一般的に ｢予言｣を意味するnmaLとの違いは,)'aqgkaが未来の歴
史をいくつかの ｢期間｣に区分している点にあると考えられる｡

31)一つのJamanKahはさらに三つの時代に分れるが,繁雑なため以下の議論と表からは省略した.
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表7 予言テクストにみられる ｢歴史｣の構造

I JamanKahSwara(太陽暦1-700年,太陰暦11721年)

1. JamanⅩalaKukh.

2. JamanKalaBuddha. SangHyangGirirnta(シワ神)がジャワに転生してMedangKamuIan の
王となりSriPadukaRajaMahadewaBuddh を名乗る.

3. JamanKalaBrawa

4. JamanKalaTirta

5. JamanKalaRwaban

6. JamanKalaRwabawa

7. JamanKahPurwa. Parasara(パ-ンダワの祖)がNgastinaの王となる｡

ⅡJamanKahYoga(太陽暦70111400年,太陰暦722-1442年)
8. Jaman KalaBrata. パーンダワ兄弟とコーラワ兄弟の戦いが起こる｡

9. JamanKala｢864立｡鈴 :a･し,P=Rb渋 †号掘 新 規 駕篭妄妄7:o'附MTJeaS gaLf誓言享三査緊要
10. JamanKalaDwapara.

ll. JamanKalaPramiti.

12. JamanKalaT色teka. PRによれば,HinoKertapati(通称パンジ王子)が東ジャワのJanggah

軍書崇 呈輝 冨禁 惣 品TSanbi=e霊 e'%･!妄 苛urT;& uhrTl貴 ぶ,ヤ27.等蒜
在位する｡

13･ Jaman 苫監 監 ･RaFuRA島,iB鵠 ayBar音響 占霜 青毒 ミヒ トの初代の王 となるoその後

14･ JamanKAkk 常 設mERL=某 禦 戯 笠i-85闇 貯 罷 浸 )?後･SatanSyahA血

Ⅲ JamanKahSangam (太陽暦1401-2100年,太陰暦1443-2163年)

15･ Jaman岩 安等讐･.SR,塁 豊艶 競 洋 才'?kGpgirii F鮎 誓 権が移った後,Senapati

16. JamanKalaSakd. イスラム ･マタラム王国の都が Kartastm に移るo

l7･ Jaman Kalakn J号詣 LP.Rによれば,太陰暦 ｢1670年｣にイスラム .マタラム王国の都が Sura-

18･ JamanW駅 鶴 代丁駅 ｣̂Q'45遠 島 ㌍ 棚 妄雪線 Q'L竺箪滝 蛋

琵投 Jsぷ 品 ●-露 .言錆 慧カ諾 監 雷鵠 欄 穿 儲 Fl%+42JO)
宮廷におけるHamさngkuBuwana6世 (即位,太陰暦 ｢1784年｣)の即位ま
れているo搬

注 : この時代は本来の読み手にとっての ｢現在｣にあたる｡PRはこの時代で記述が終
る｡以下,本来の読み手にとっての ｢未来｣についての記述となる｡

19. JaJnanKalaSuba. 正義王 SultanHerucakraが現れ,理想的な社会が実現するO以下,理想的
な時代が続く｡

20. JamanKalaSumbag.

21. JamanKahSurata.

出所 :AndjarAny【1990:76-86,･86-93]とPn'mbonPusakaJawaln.d.:12-34;50-65]に基づき
作成｡

が歴史学的歴史 と対応 しはじめるとい うことである｡たとえば,西暦1746年 (ジャワ暦1670/

71年)の初頭 になされたスラカルタ遷都 は,PRdでは太陰暦 ｢1670年｣にあった と記 されて

お り,PRdの ｢太陰暦｣がジャワ暦 と正確 に対応 し,かつ史実 に対 して忠実であることがわ
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かる｡32) その後の PakuBuwana9世即位や Ham さngknBuwana6世即位の記事 も同様であ

る｡33)

ところで,このような予言テクストにおいては,予言が,転生や系譜の場合と同じように,

｢語られた世界｣と ｢読み手/聞き手がいる世界｣とを結び付ける役割を担っている｡しか

し,｢語られた世界｣の中の登場人物が ｢読み手/聞き手の世界｣の中に生きている人物と結

び付 く転生や系譜の場合と違って,予言の結合機能は語りの構造そのものの中に埋め込まれて

いる｡34)予言テクストにおけるこの二つの世界の関係は次のように図式化できるであろう (図

2)0

予言テクストにおいては二つのナレーションが入れ子式構造になっている｡ まず,枠組みと

なる第一のナレーションの中で,予言が語られる舞台となる ｢世界｣が描かれる｡ この ｢世

界｣はむろん ｢読み手/聞き手の世界｣ から見て過去にある｡ その ｢世界｣に現われる登場人

物が予言を語るという行為が第二のナレーションである｡ この予言の中で ｢語られた世界｣

は,近世的普遍史の場合と同様に,｢読み手/聞き手の世界｣をも包み込んでいる｡したがっ

て,読み手/聞き手にとっては,予言が啓示された時点から読み手/聞き手のいる現在までの

できごとはすべて予言の中において解き明かされていることになる｡そして,読み手の過去に

おいてそれまでの予言がすべて成就したということは,予言の正当性,ひいては,それを予言

した人物の常人を超えた能力を証すことになる｡ このようにして,予言の中で ｢語られた世

界｣ の内容は実質的に他の ｢歴史｣テクス トの ｢語られた世界｣と異ならないにもかかわら

ず,その予言としての正当性が保証された結果,｢語られた世界｣におけるまだ成就されてい

図2 予言テクストにおける語りの構造

32)Surakarta遷都の年代についてはRicklefs[1981:91]を参照｡ジャワでは西暦78年を元年とするイン
ド起源の太陽暦であるサカ暦が長らく使われていたが,西暦1633年 (サカ暦1555年,イスラム暦
1043年)にSultanAgumgによって太陰暦であるイスラム暦に基づくジャワ暦が導入された｡この結
果,西暦1633年 7月8日がジャワ暦1555年第1月第1日と定められ,以後その暦年はイスラム暦と同
期するようになった (rlンドネシアの事典｣｢ジャワ暦｣の項).ジャワ暦と西暦の対応関係を調べ

るにはEnqcIQaedievanNederLandsch-Indieの "Tijdrekening"の項を参照｡
33)PRdにおけるPakuBuwana9世即位の太陰暦 ｢1790年｣とHamengkuBuwam 6世即位の太陰暦
｢1784年｣は,ジャワ暦として換算するとそれぞれ西暦1861/62年と1855/56年となり,歴史的事実と
合致する｡

34)予言はすでに古ジャワ語文学において一般化していたが,その機能は近世予言テクス トとは異なっ
ている｡注18を参照｡
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ないできごとは ｢読み手/聞き手の世界｣においてやがて起こるはずのできごととして読み手

/聞き手に理解されるのである｡35)

ⅤⅠ お わ り に

本稿では古典ジャワ文学の ｢歴史｣テクストにおける歴史観の構造とその変遷を語 りという

視点から概観 した｡その前提は,読み手/聞き手の脳裏に ｢想像され共有された物語世界｣,

すなわち,読み手/聞き手が属する社会にとっての過去を語る一群のテクス トを一つのジャン

ルとしてまとめることができる,ということであった｡｢歴史｣を語るテクス トをこのような

ものとして定義することは,一つのジャンルにおける歴史的テクス ト (いわゆる史料)と非歴

史的テクス ト (いわゆる文学作品)の共存を許すばかりではなく,一つのテクス トの中に ｢歴

史的｣ な事柄と ｢非歴史的｣な事柄が混じることさえも認めるものである｡ しかし,このよう

なジャンルのわけ方はけっして窓意的なものではなく,古典ジャワ文学テクス トが内在的にも

っている性格に由来している｡ それは,古典ジャワ文学を生産し,享受した社会がもっていた

口承的性格である｡前近代のジャワ社会において口承的伝泰が卓越 していたことに異論をはさ

む余地はないであろうが,それがどのような意味をもっていたかについてはマレー語口承文学

を研究しているスウイ-ニーの考察が参考になる｡

スウイ一二一によれば,マレー社会では7世紀に文字が導入された後も,印刷技術と大衆教

育が導入される近代が始まるまでは,｢根元的に口承的な写本文化｣(radicallyoralmanuscript

cdture)を維持 したという [Sweeny1991:25]｡ このような社会では文字技術は宮廷を中心と

する一部の階層に独占されており,民衆は口承文化の中に,読み手としてではなくもっぱら聞

き手として,生きていた｡さらに,

語 り部の創作原理にみられる様々な口承的な思考過程は,一様な度合いではないにせよ,

書承創作の中に残存 した｡事実,書承創作の多くが定型的な構造 (schematicstmCture)の

特徴を示 している｡たとえば,プロットのレベルにおけるきわめて明瞭なモティーフのパ

35)｢語られた世界｣の時間は未来に向かって限りなく開かれているから,｢読み手/聞き手の世界｣の
時間が移り進むにつれて,予言の内容についての人々の解釈も変わりうる｡これに関連して,ギア
ツは1950年代中頃の東ジャワにおける興味深い事例を報告している [Geertz 1960:366]｡ある村に
おける政治討論のなかで,一人のキヤイ (kidi,イスラム教の学識者.しばしばイスラム寄宿塾の教

師でもある)がJayabaya王の予言について二つの解釈を示した｡一つは,未来に正義を体現する王
が現われて民衆の指導者となり,イスラム教が栄える｡この場合,今のインドネシアは共和国であ
り王はいないから,もはや実現は不可能である｡しかし,もう一つの解釈によれば,もし民衆が正
義を体現すればイスラム教は栄えるであろう｡なぜなら,民主主義においでは民衆が王なのだか
ら｡むろん,このような解釈は19世紀には想像もされなかったはずである｡しかし,それ以上に注
目すべきなのは,予言テクストが成立したときからこれほど政治的社会的状況が変化したにもかか
わらず,解釈を新たにすることによって予言の命が保たれえたということである｡
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ターン,登場人物の類型,テーマとトポイ,並列技法 (parataxis),反復,冗長性,平行

技法,定型句や定型的表現などである｡このような特徴は文字が読めない聞き手たちに対

する効果的なコミュニケーションのために必要であったばかりではなく,文字によって新

たにもたらされた記憶からの解放がいまだ貫徹 していなかったという事情にもよる｡

libid.:21]

つまり,前近代のジャワのように早 くから文字が導入された社会においても ｢根元的に口承

的な写本文化｣が維持されてお り,そこでは物語 (story)を語る (narrate)ことが,森羅万象

の知識を理解 し,記憶 し,伝達し,再生 しやすい形に構造化するという機能をになっていたの

である｡36)したがって,伝統的ジャワにおいては,口承的社会であるがゆえに,近い過去に起

こったこと (歴史),遠い過去に起こったとされること (神話,伝説),祖先との関係 (系譜)

などを伝えるテクス トが,歴史学的に検証できるか否かを問わず,読み手/聞き手にとっての

過去を語るテクス トとして一つのジャンルを構成 しえた.しかし,その一方では,文字をもつ

写本社会であるがゆえに,ヒンドゥー教やイスラム教などの外部からの影響に対応しつつ,古

ジャワ語文学から近世ジャワ文学にかけて独自の洗練された ｢歴史｣の構造を発達させること

が可能であった｡Jayabaya王のイメージが単なる孤立 した伝承に終わらず,きわめて具体的な

輪郭 (何年に在位 したどこの王か)をもった存在 として ｢歴史｣の体系の中に位置付けられる

ようになったことはそのよい例である｡ このような ｢歴史｣テクス トの生産を通 じて ｢歴史｣

がジャワ独自の形で制度化されていった過程こそがジャワ的な世界が形成されていく過程の一

つの重要な側面であったということができるであろう｡
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